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災害時における大学生食支援体制の構築について
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1．はじめに

　2016年4月14日，熊本県でマグニチュード6.5を記録する地震が起こった。今までの地
震とは大きく異なり2度の激しい揺れと長期間余震が続いた。さらに，5年前，2011年3
月11日には，南三陸沖を震源に観測史上最大のマグニチュード9.0を記録する東日本大震
災が起こった。この地震では，大津波が発生し東北地方と関東地方の太平洋沿岸部に壊滅
的な被害をもたらした。これは，1946年に発生した阪神・淡路大震災を大きく上回る，
日本国内観測史上最大の巨大地震であった。東日本大震災は地震による被害に加え，大津
波の被害も受け，電気やガス，水などのライフラインは止まり，道路も断絶され復旧に時
間を要した。そのため，多くの人々は体育館や仮設住宅での長期の避難生活を余儀なくさ
れた。中でも，被災者にとって大きな問題となったのは食事面であった。
　厚生労働省（2012）1）は，東日本大震災の対応状況（食支援）等が，避難所における食
支援状況は同じ自治体内であっても避難所毎に状況は異なり，栄養・食生活支援の介入が
遅くなったある避難所では2週間以上もパン，おにぎり，水等しか配布されていない避難
所もあったという。そこで，優先課題を「生命維持の確保」，「量から質への確保」，「食の
自立支援」に設定して関係機関・団体，全国派遣管理栄養士，他職種等と連帯して栄養・
食生活支援を実施したと報告している。山田ら（2015）2）は，全自治体に向けた自治体の
災害への準備状況等を把握するためにアンケート調査を行った。その結果，東日本大震災
の被災自治体へ管理栄養士・栄養士を派遣した自治体数は75自治体，9.5％であった。し
かし，派遣された栄養士のうち，その業務が専門的ではない一般事務にとどまったのが
28.2％もあったと述べている。このことから，管理栄養士・栄養士が専門性を発揮できる
体制づくりが求められていると考えられた。
　一方，廣内ら（2012）3）は，地域社会と密接な関係にある公立大学を対象に災害対策の
実態を明らかにすることを目的として，2011年3月25日から5月10日に，全国公立大学
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77校を対象にアンケート調査を実施した。この調査結果では，災害発生時の地域避難場
所の指定有無にかかわらず，公立大学の過半数が災害対策マニュアルを作成していないこ
と，加えて防災用品や食糧等の支援物資の備蓄もほとんど整備されていない実態が明らか
となった。また，大規模自然災害発生時における大学の対応は，学生のみならず地域住民
の生命および身体の安全を確保し，十分な救済支援に努めるとも述べている。
　災害時における栄養・食支援には，管理栄養士・栄養士の専門的な知識に加え，実践し
た経験が大きく役立つと考えられる。災害時に円滑かつ自主的に活動するには，各栄養士
が食支援に従事できる体制づくりやマニュアルが必要となる。
　そこで本研究では，管理栄養士養成校の学生ができる食支援内容を把握し，体制づくり
と学生が自主的に活動できる災害時食支援マニュアル（実務編）の作成を目的とした。

2．方法

2―1．調査対象及び方法
　調査は，東日本大震災の被災地における行政栄養士らと被災を経験していない管理栄養
学科学生との両者を対象にアンケート調査をした。1つ目は，東日本大震災の被災地に向
けた食支援で，岩手県4か所，宮城県26か所，福島県3地域の33か所（市町の保健所・保
健福祉事務所・市役所・町役場）に調査用紙を送付した。調査用紙は選択方式と一部自己
記入式の質問紙法とした。回収方法は記入後，封筒に入れて返送とした。調査時期は，
2015年5～ 6月に実施し，回収率は48.9％（16か所）であった。
　2つ目は本学管理栄養学科の学生（1～ 4年462名）に本学の災害マニュアル周知度と災

表1　東日本大震災の被災地への調査内容

行政栄養士の
食支援活動

①　平常時の人数
②　震災後食支援に携わった人数
③　食支援内容および実施期間
④　食支援時の栄養士不足の有無
⑤　栄養士の不足を感じた活用内容

食支援に関する
マニュアル

⑥　マニュアルの有無（災害発生前）
⑦　マニュアルの活用の有無・理由
⑧　あって良かった点
⑨　マニュアルで役に立った内容
⑩　マニュアルにあるとよかった内容

管理栄養士・栄養士・学生
ボランティア状況

⑪　要請・ボランティアの有無
⑫　活動内容
⑬　受け入れにあたり大変だった点
⑭　管理栄養学科の学生に求める食支援内容

食支援・食支援物資 ⑮　食支援物資の有無
⑯　届き始めた時期
⑰　届くまでの食事
⑱　助かった・活用しやすかった物資
⑲　活用・調理方法に困った物資
⑳　困難だと感じたこと
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害時ボランティアへの参加意欲に関する調査をした。調査は，2015年9～ 10月に実施し，
回収率は100％（462人）であった。

2―2．調査内容とマニュアル作成の前提条件
2―2―1．調査内容
　1つ目の東日本大地震の被災地へのアンケート調査は，表1に示すように，行政栄養士
の食支援の活動，食支援に関するマニュアル，管理栄養士・栄養士や学生のボランティア
状況，食支援・食支援物資の大きく4つに分け，全部で20項目とした。
　2つ目の本学管理栄養学科の学生へのアンケート調査では，表2に示すように，本学の
災害マニュアル，災害時のボランティア参加について，大学と自宅間の距離の3つに分け，
全部で5項目とした。
　この研究では，管理栄養学科の学生が食支援するにあたって，どのような活動ができる
か，そのためには何が必要かを把握するため，東日本大震災へのアンケート調査では全項
目から3項目のみを，学生へのアンケート調査からは，災害ボランティアへの参加有無の
意識のみを選択し，検討することとした。
　1つ目の東日本大地震の3項目には表1の③行政栄養士が実施した食支援内容として，
「炊き出し」，「避難住民への食材の確保」，「特別食の対応」，「避難住民への栄養相談」，「栄
養教室」，「支援物資の振り分け」・「仕分け作業」，「炊き出しの献立作成」の7項目からの
選択式（複数回答可）とし，その他は記述式とした。さらに，マニュアルが震災前からあっ
た8施設に⑨食支援マニュアルで役に立った内容として，「炊き出し業務」，「備蓄食材に
ついて」，「特別食の対応」，「職種別の役割の明記」，「支援物資の振り分け・仕分け作業」，
「炊き出し用献立作成」の6項目は選択式（複数回答可）に，その他は記述式とした。⑩
マニュアルにあると良かった内容は記述式とした。次に，⑭管理栄養士養成校の学生ボラ
ンティアに求む食支援内容として，「炊き出し」，「避難住民への食材の確保」，「特別食の
対応」，「避難住民への栄養教室」，「炊き出しのレシピ考案」の5項目からの選択式（複数
回答可）に，その他は記述式とした。
　2つ目の本学管理栄養学科の学生では，表2の①本学の災害時マニュアルの周知度につ
いては「はい」，「いいえ」からの選択式，②災害時ボランティアに参加したい人への理由
として「災害時ボランティアに興味があるから」，「自分の知識を生かしたいから」，「大学
の役に立ちたいから」，「自分のためになりそうだから」の4項目は選択式（複数回答可）
とし，その他は記述式とした。

表2　本学管理栄養学科の学生へのアンケートの調査項目

本学の災害マニュアルについて ①　本学の災害時マニュアルの周知度
災害時のボランティア参加について ②　災害時ボランティアに参加したい理由

③　災害時ボランティアに参加したくない理由
大学と自宅間の距離 ④　通学時間

⑤　在住地域
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2―2―2．学生ボランティア用マニュアル作成の前提条件
　学生ボランティア用マニュアルを作成するにあたり，前提条件を表3に示した。
　食事提供は備蓄食品も活用しつつ，保存可能な食材を使用して対応できるように検討し
た。
　食支援体制の学生数は，福岡ら（2007）4）が現実的な内容とすることが大事と述べてい
ることから，実習の人数を基本とし，管理栄養学科の学生を40人とした。表4に示したよ
うに，40人で4班とし，1班10人で100人分を調理し，30分ずつ時間をずらして調理しや
すいように組み立てた。また，板倉ら（2011）5）の被災地での食事の問題を取り入れ，少
しでも災害時に心が癒されるよう，スタッフの共通認識として，防災ポリシーも立てるこ
とにした。

3．結果及び考察

3―1．東日本大地震の被災地へのアンケート調査
3―1―1．行政栄養士の食支援内容について
　2011年4月～ 2011年8月までの間に行った行政栄養士の食支援は，図1に示すように，
「避難住民への栄養相談」が68.8％（11か所）と一番多く，「避難住民への食材確保」

56.3％（9か所），「炊き出し」と「炊き出しの献立作成」が共に50.0％（8か所），「特別食
の対応・栄養教室」が31.3％（5か所）で，「支援物資の振り分け・仕分け」が25.0％（4
か所）あった。その他には市町・関係機関との連絡調整，派遣栄養士の配置調整，日本栄

表3　食支援マニュアル作成における前提条件

ボランティアの学生と災害 管理栄養学科学生と地震
帰宅困難状況 帰宅困難者で，避難生活を送る。
食事提供について 発生から3日間　：本学の備蓄を使用

発生から4日以降：物資を使用した炊き出し
食支援体制の人数 40人を基本とする。（学生ボランティア）
防災ポリシー 1日に1回でも温かい食事や普段食べ慣れた食事を提供す

ることで，避難者に安らぎを与える。

表4　食支援体制

1班
（10人）

10：00 10：30 10：50 11：50 12：20

下処理 袋詰め 加熱 配膳 後片付け
2班

（10人）
10：30 11：00 11：20 12：20 12：50

下処理 袋詰め 加熱 配膳 後片付け
3班

（10人）
11：00 11：30 11：50 12：50 13：20

下処理 袋詰め 加熱 配膳 後片付け
4班

（10人）
11：30 12：00 12：20 13：20 13：50

下処理 袋詰め 加熱 配膳 後片付け
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養士会からの派遣スタッフの調整，避難所における栄養状況調査と改善のためのシステム
作り，衛生管理，仮説住宅訪問，避難所食事状況調査，配食弁当業者の選定，避難所・在
宅者の栄養をPDCAサイクルによる食支援体制整備が12.1％（7か所）あった。（複数回答可）

3―1―2．行政栄養士の食支援に関するマニュアルで役に立った内容
　図2に示すように，「職種別の役割の明記」が30.8％（4か所）と一番高く，次に「特別
食の対応」15.4％（2か所）で，「備蓄食品について」，「炊き出し業務」，「炊き出し用献立」
は共に7.7％（1か所）であった。「その他」の23.1％（3か所）には災害発生後の時間経過
による栄養士の対応，今後のための記録について，相談票，大きな字で記載されている資
料は暗い中や慌ただしい中でもポイントがつかめた，があった。
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図2　食支援に関するマニュアルで役立った内容（複数回答，n＝8）
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3―1―3．食支援マニュアルにあるとよかった内容
　すべてがマニュアルに記載されていることは不可能と考え，経験によりマニュアルに記
載されているとよいと思われる内容を記述してもらった。その結果は表5に示したが，住
民が体調不良（ノロウイルスなど）になった時の対応，行政以外の栄養士の支援内容，時
系列の行動内容などがあげられた。

3―1―4．管理栄養学科の学生ボランティアに求める食支援内容
　図3に示すように，「炊き出し」と「避難住民への栄養教育」が共に25％（4か所）と高
く，「炊き出しのレシピ考案」が18.8％（3か所），「特別食の対応」，「避難住民への食材の
確保」が共に6.3％（1か所）であった。「その他」が37.5％（6か所）と多く，避難者の状
況確認と避難所ごとの情報収集，食事環境の整備，避難住民の食生活の把握のための調査
等，食品在庫状況把握，衛生管理の指導，避難所での物資の管理として個数・賞味期限な
どの把握などがあった。
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図3　管理栄養学科の学生ボランティアに求める食支援内容（複数回答，n＝16）

表5　食支援マニュアルにあるとよかった内容（n＝3）

市の防災計画は大枠で書かれているが，保健センターとして
どう動くか具体的なもの。（その後，検討はされている。）
急場の経口補給液の作り方
ノロウイルスの対処法
下痢や便秘の時の対応ポイント
災害時の時系列の行動（もう少し詳細に，大きな字で示されると良い。）
組織のマニュアルだけでなく，職種でのマニュアルがあれば，
行政だけではなく，学校等栄養士の支援をいただけたかもしれない。
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3―2．本学管理栄養学科の学生に災害時の食支援活動の意欲についてのアンケート調査
3―2―1．本学の災害時マニュアルの周知度
　表2の①災害時マニュアルを知っていますかに「はい」は1年15％（18人），2年13％（16
人），3年10％（11人），4年14％（14％）と低く，「いいえ」は残りの割合で，全学年を
とおして80％を超えた。想像以上に，学生への周知度は低かった。危機感もなく，受け
身の参加では意識はさほど高まらないと考えられる。

3―2―2．災害時ボランティアの参加について
　災害時ボランティアに参加したいですかに「はい」と答えた人は，1年73％（90人），2
年56％（70人），3年58％（64人），4年57％（59人）で，学生の6割弱が災害時ボランティ
アに参加する意識はもっていた。参加の理由は，図4に示すように，「自分のためになり
そうだから」が一番多く，1年生は52.2％（47人），2年生58.6％（41人），3年生48.4％（31
人），4年生33.9％（20人）であった。しかし，1年生を除き，学年が上がるほど低い傾向
にあった。一方，「興味があるから」は1年生40％（36人），2年生34.3％（24人），3年生
42.2％（27人），4年生59.3％（35人）と各学年で1年生を除き，学年が上がるほど高い傾
向であった。この結果，学年が重要と考え1年生の時期に食支援の大切さを学び，さらに
自ら積極的に取り組む機会を与える必要性を感じた。各理由は複数回答である。

3―3．学生ボランティア用災害時食支援マニュアルの作成と調理の試作
3―3―1．食支援マニュアルの内容
　マニュアルの内容は表6に示した。食支援（炊き出し）は基本として主食，副食，補食
とし，食材物資が少量届くことも想定し，災害用のビニールとして利用されているハイゼッ
クス使用のメニューとした。ハイゼックスの基本的な調理方法6）は，ハイゼックスに材料
を入れ，空気を抜いて輪ゴムで留めた後，袋のまま茹でるというものである。ハイゼック
ス内は密閉されているため，鍋で茹でるときの水は飲料水ではなく汚水で調理が可能であ
る。そのため少ない量の水で調理ができるというのが最大の利点といえる。また，袋は縦
に裂ける性質を持っているため，裂いて開くことにより食器の代わりにもなる。使用食材
は，表7に示すように，常温で保存可能な日持ちのするものとした。

表6　食支援マニュアルの内容

項目 内容
炊き出しチーム 40人を4チームに分け，1チーム100人分調理する。時間

差で400人分を調理する （表5）
使用食材  （表7）
ハイゼックスの使用方法 袋の記載事項に従う
調理器具 大鍋（釜），トング，中鍋，大ざる，キッチンバサミ
衛生管理 ①　食事担当スタッフ編 （表8）

②　食中毒・ノロウイルス予防へのポイント
調理方法 ③　主食，おかず，補食（間食）別
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3―3―2．災害時における衛生管理について
　表8に示すように，喫食者，食事担当者・調理担当者に分けて衛生面で気を付ける内容
とした。特に，手洗いなどは誰もがわかるように絵で示した。

表7　使用食材

主食 生米，もち，乾麺，パスタ，ホットケーキミックス，小麦粉
野菜 大根，玉ねぎ，かぼちゃ，にんじん
いも じゃがいも，さつまいも
缶詰 さんま，ウインナー，トマト，ツナ，コーン，ミックスビーンズ，

マグロ，焼き鳥
調味料 醤油，砂糖，和風だし，コンソメ，カレー粉

表8　災害時における衛生管理

対象者 衛生管理の内容
喫食者 ・ 水が十分にある，または手指用の消毒液がある場合は食事の前に手洗い消毒を

する。
・ 食べ物に直接さわらずに，袋や包装物を持って食べるようにする。
・ 配給された食べ物は，できるだけ早く食べる。
・ 食べ残しは食事担当スタッフに返す。

食事担当
調理担当
スタッフ

・ 配給する食品の消費期限を必ず確認する。
・ 食品は先に届いたものから出す（先入れ先出し）。
・ 下痢や吐き気のある人は担当から外す。
・ 材料は消費期限を確認する。
・ 中心までしっかり熱が通るようにする。
・ おにぎりを作るときは，ラップや使い捨て手袋を使用する。
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図4　災害時ボランティアに参加したい理由（複数回答）
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3―3―3．調理の試作
　講義の中で災害時の調理を検討するのは限度があるため，2年生の給食経営管理実習の
中で，毎回1班のみが災害時用食事の試作をした。同一メニューを100人分作るのは経験
しているため，食材が一定量集まらないことを想定した。そのため，4年生が指導者となり，
2年生が食材の組み合わせを考え作成した。食材は家庭の常備品から，野菜，乾物，缶詰，
調味料を選択した。これらは1日に1回でも温かい食事や普段食べなれた食事を提供する
という防災ポリシーに繋がっている。また，これら一連の作業は，学生がフレキシブルに
食材を組み合わせて料理をすることで，どんな食材でも工夫次第で活用できるという自信
に繋がると考えたからである。
　図4に示す災害時ボランティアの参加理由からも，将来，管理栄養士になる学生がこれ
らの経験を積むことで，いろいろな場面で臨機応変に活動できると考える。

4．まとめ

　本学では，毎年，災害訓練を実施している。しかし，当然ながら食材からの調理となら
ないため，食支援の意識づけは乏しい。そのため，管理栄養学科の学生として，災害時に
対応できる力を培うには，東日本被災地の栄養士からの意見を聞くことが大事と考え，ア
ンケート調査をした。そこで，ここから得られた貴重な意見をもとにマニュアルを作成し
た。
　しかし，被災地の現状を把握するには，すでに4年もたつことから，栄養士が異動して
おり，現状を把握することは想像以上に困難であった。
　今回は，管理栄養学科の学生が災害時食支援にどの程度関心をもつのか把握し，食支援
体制のルールと，ハイゼックス使用時の食材選び（調理）までしか行うことができなかっ
た。今後は，特別食への対応や地域住民にまで目を向けた新たな食支援方法を検討してい
く必要がある。さらに，上級生の力を得ずに，自ら進んで取り組むことができるよう，啓
蒙や訓練を進めていくことが重要である。
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